
図－1 品川駅改良計画概要 

品川駅改良における大規模な線路切換について 
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はじめに 

品川駅は、明治 5年（1872年）の新橋～横浜間の

鉄道本開業に先立ち、同年 5 月の品川～横浜間の

仮開業時に設置された日本で最初の鉄道駅であり、

現在は当社における一日あたりの平均乗車人員が

32万人を超える大ターミナル駅となっている。 

開業から 140年を超えた現在の品川駅では、上野

東京ラインの東海道線乗入れに伴う品川駅折り返し

を可能とした配線改良、現車両基地のスリム化と新

たな車両基地の整備を進めている。本稿は、その全

体概要及び新車両基地を使用開始した第３回線路

切換（大規模切換）について報告する。 

 

１．計画概要 

新車両基地は、旧車両基地を撤去更地化して整

備するものとし、配線は東京方と品川方からの両方

向からの入出区機能を確保することを前提に、自由

度の高い 1区制とした。また、最終形として東海道上

り本線も新車両基地側へ移設する計画とした。 

駅ホームに関しては、上野東京ライン開業後の輸

送体系を考慮し、東海道下りの副本線として使用し

ていた 12 番線を本線に、逆に本線として使用してい

た 11 番線を副本線にするとともに、9～11 番線から

東京方への折り返しと車両基地への入区が可能とな

る配線とした。これにより第 3～第 6 ホームの東京方

が東側にシフトし、ホームの改修が伴うこととなった

（図－１）。 

 

２．線路切換計画 

全５回の線路切換の概要は以下のとおりである。 

・第１回切換（2011年 10月実施） 

 東海道下り本線となる12番線の整備のため使用停 

止していた 10番線を使用開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第 2回切換（2012年 9月実施） 

12番線を東海道下り本線として使用開始し、10番、

9番線を使用停止 

・第 3回切換（2013年 11 月実施） 

新車両基地及び 9番、10番線を使用開始し、7番、

8番線を使用停止 

・第 4回切換（2014年 12 月実施） 

8番線を使用開始 

・第 5回切換（2016年度秋実施予定） 

東海道上り線を移設 

 

３．第３回線路切換（大規模切換） 

（１）切換概要と特徴 

車両基地の使用開始が伴った第 3回線路切換は 
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図－２ 第３回線路切換略図 

図－４ 鉄道クレーンによる分岐器新設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事の規模から 2暦日にわたる長大間合いを要し、 

東海道線及び横須賀線の列車運行に影響がでるこ

とから大規模切換工事として実施した。以下に切換

工事概要と特徴を示す（図－２）。 

実施日時は 2013年 11月 23日～11月 24日、施

工間合い 33時間 20分（試運転除く）であり、分岐器 

撤去６組・新設６組・移動１組、工事関係者約 1,500

名が参加する大規模な工事であった。 

本切換では、使用中の車両基地から新たに整備し

た車両基地に切り換えることが大きな特徴であり、過去

に類を見ない大規模なものである。そのため、お客様

への影響が最も少ない輸送計画、軌道工事における

施工間合いの短縮検討及び安全に施工を行うための

リスク管理が課題であった。 

 

（２）輸送計画 

切換当日の輸送計画は、初日（土曜）は東海道線

を東京～横浜間で終日運休とした。なお、横須賀線

については、事前施工により通常運転が可能な計画

とし、東海道線と横須賀線の両線を終日運休させる

ことは避けた。 

また、２日目（日曜）は東海道線が前日同様に東

京～横浜間で、横須賀線は東京～西大井間で初電

から試運転完了までの間を運休とし、10 時 20 頃に

両線の運転再開を行った（表－１）。 

 

（３）軌道工事 

本切換で使用開始する分岐器は 27 組に上ること

から、施工間合いを短縮するため、当日の作業を削

減し、最大限事前事後施工の計画とした。切換当日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の作業を分岐器新設６組・撤去５組・移動１組とした。 

しかし、当日取り扱う分岐器の数が多い上に、切

換現場は狭隘なため、新設する分岐器及び撤去し

た分岐器を現場付近に仮置きするスペースが殆ど確

保できない。 

そこで、当社が保有する鉄道クレーン車２台を稼

働させ、分岐器の新設、撤去、運搬を行った。分岐

器の新設の様子を図-４に示す。さらに、分岐器設

置箇所のバラスト投入にあたってはミニホキ車４台

（24㎥）を活用し効率化を図った。 

安全面では、切換初日の昼間時間帯に隣接する

横須賀線を運行させながら鉄道クレーン車により分

岐器撤去、敷設作業を進める必要があったため、限

界支障へのリスク管理を徹底するとともに、事前リハ

ーサルなどを実施し、安全確保に努めた。 

 

おわりに 

品川駅周辺は上野東京ラインをはじめとする公共

交通の利便性向上や羽田空港の国際化、そして東

京五輪開催決定を受け、都心の拠点地区としてより

一層の発展が期待されている。 

このような中、2008 年秋に着手した品川駅改良も、

第３回切換を以て、新車両基地及び上野東京ライン

乗り入れに伴う東京方折り返し機能を整備した。今

後は、第５回切換に向け工事を安全に進めるととも

に、現在計画している山手線、京浜東北線の移設計

画及び新駅設置計画を鋭意進めていく。 
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表-１ 第３回切換当日の輸送計画及び工事工程 
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